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 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 国語 科目 文学国語 単位数 ２ 学年 ２ 学科 全学科 

使用教科書 新編文学国語（大修館書店） 副教材 プライム常用漢字（第一学習社） 対応資格 なし 

 

１ 目標 

 言語による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成す

ることを目指す。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

生涯にわたる社会生活に必要な国語

の知識や技能を身に付けるととも

に、我が国の言語文化に対する理解

を深めることができるようにする。 

論理的に考える力や深く共感したり

豊かに想像したりする力を伸ばし、

他者との関わりの中で伝え合う力を

高め、自分の思いや考えを広げたり

深めたりすることができるようにす

る。 

言葉が持つ価値への認識を深めると

ともに、生涯にわたって読書に親し

み自己を向上させ、言葉を通して他

者や社会に関わろうとする態度を養

う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

国語の知識や技能を身に付けるとと

もに、我が国の言語文化に対する理

解を深めることができるようにして

いる。 

論理的に考える力や深く共感したり

豊かに想像したりする力を伸ばし、

他者との関わりの中で伝え合う力を

高め、自分の思いや考えを広げたり

深めたりすることができるようにし

ている。 

言葉が持つ価値への認識を深めると

ともに、自分の考えが効果的に伝わ

るように、表現の仕方等を工夫しよ

うとしている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

現代文 言葉には、文化の継承、発展、創

造を支える働きがあることを理

解している。 

「読むこと」において、文章の種

類をふまえて、内容や構成、展開

などについて叙述を基に的確に

捉えている。 

進んで描かれている内容につい

ての見解をまとめ、学習課題に

沿って、発表や討論を通じて得

た他の意見も踏まえながら、考

えを深めようとしている。 

古文 古文の世界に親しむために、古

文を読むために必要な文語のき

まりや古文特有の表現などにつ

いて理解している。 

「読むこと」において、作品や文

章に表れているものの見方、感

じ方、考え方を捉え、内容を解釈

している。 

進んで文語のきまりや古文特有

の表現を理解し、学習課題に沿

って作者の考えを的確に捉えよ

うとしている。 

漢文 漢文の世界に親しむために、漢

文を読むために必要な訓読のき

まりや漢文特有の表現などにつ

いて理解している。 

「読むこと」において、文章の構

成や展開、表現の仕方、表現の特

色について評価している。 

進んで漢文の特色や訓読のきま

りを理解し、漢文を学ぶ意味に

ついて考えを持とうとしてい

る。 

 

 

 

 



４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてABCで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、観点別の総括を ABC で行う。また、前、後期末の観点別の総括は、累計した観点

別の総括とする。後期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・５の５段階の評定に総

括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

発表・発言 ○ ○ ○ 

ノート・プリント  ○ ○ 

行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 ・教科書・ノート・副教材・Chrome book等、忘れ物をしないこと。 

・授業中は必ずノートを記入すること。 

・提出物は、提出期限を守ること。 

・主体的に授業に参加すること。 

・発表や話し合いは、他者の意見に耳を傾け、お互いに認め合いながら学ぼうという姿勢で臨むこと。 

 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 地歴公民 科目 地理総合 単位数 ２ 学年 ２ 学科 全学科 

使用教科書 高等学校地理総合（帝国書院） 副教材 

コンパクト 

地理総合地図 

（二宮書店） 

対応資格  

 

１ 目標 

 中学校で学習した内容の復習から導入し、人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題

を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民

主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

地図や地理情報システムなどを用

い、調査や諸資料から地域的・地球

的課題への取り組みを理解すること

ができるか。 

地理に関わる事象の意味や背景を

位置や分布・自然環境に着目し、多

角的・多面的に考察し課題解決に向

けて構想したり説明できるか。 

地理に関わる諸事象についてより

よい社会の実現ができるよう課題を

主体的に追求・解決しようとする態

度を養い、世界の諸地域の多様な生

活文化を尊重しようとすることの大

切さを深めることができたか。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地図や地理情報システムなどを用

い、調査や諸資料から地域的・地球

的課題への取り組みを理解すること

ができるか。 

地理に関わる事象の意味や背景を

位置や分布・自然環境に着目し、多

角的・多面的に考察し課題解決に向

けて構想したり説明できるか。 

地理に関わる諸事象についてより

よい社会の実現ができるよう課題を

主体的に追求・解決しようとする態

度を養い、世界の諸地域の多様な生

活文化を尊重しようとすることの大

切さを深めることができたか。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１部１章  

地図と地理情報システム 

第１部２章  

結び付きを深める現代世界 

第２部１章１節  

世界の地形と人々の生活  

・定期考査 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

・定期考査 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

・国名テスト ・出席 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

第２部１章２節  

世界の気候と人々の生活 

第２部１章３節 

世界の言語・宗教と人々の生活 

第２部１章４節 

歴史的背景と人々の生活 

第２部１章５節 

世界の産業と人々の生活 

・定期考査 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

・定期考査 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

・国名テスト ・出席 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 



２部２章１節 

複雑に絡み合う地球的課題  

２節 地球環境問題 

第２部２章 

３節 資源・エネルギー問題  

４節 人口問題 

5節 食料問題  

６節 都市・居住問題 

 

・定期考査 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

・定期考査 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

・国名テスト ・出席 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

第３部１章 

１節 日本の自然環境  

２節 地震・津波と防災 

３節 火山災害と防災  

４節 気象災害と防災  

第３部１章５節 

自然災害への備え 

第３部２章  

生活圏の調査と地域の展望 

第２部 追突事例 自然・宗教 

第２部 追突事例 歴史・産業 

・定期考査 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

・定期考査 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

・国名テスト ・出席 

達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３

段階で評価する。 

 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において上記３観点で評価、学期末に観点別の総括をABCで行う。また、学期末の観点別の総括は、累計

した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・５の５段階

の評定に総括し、この科目の成績とする。詳細は本校教務規定を参照の事。 

 本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

小テスト   ○ 

発表・話合い ○ ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 数学 科目 数学Ⅰ 単位数  １ 学年 ２ 学科 全学科 

使用教科書 最新数学Ⅰ（数研出版） 副教材 パラレルノート数学Ⅰ 対応資格 なし 

１ 目標 

 数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する

能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの

分析についての基本的な概念や原理・法則

を体系的に理解するとともに，事象を数学

化したり，数学的に解釈したり，数学的に

表現・処理したりする技能を身に付けるよ

うにする。 

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面

的にみたり目的に応じて適切に変形したり

する力，図形の構成要素間の関係に着目し，

図形の性質や計量について論理的に考察し

表現する力，関数関係に着目し，事象を的

確に表現してその特徴を表，式，グラフを

相互に関連付けて考察する力，社会の事象

などから設定した問題について，データの

散らばりや変量間の関係などに着目し，適

切な手法を選択して分析を行い，問題を解

決したり，解決の過程や結果を批判的に考

察し判断したりする力を養う 

数学のよさを認識し数学を活用しようとす

る態度，粘り強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善

したりしようとする態度や創造性の基礎を

養う。 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの

分析についての基本的な概念や原理・法則

を体系的に理解するとともに，事象を数学

化したり，数学的に解釈したり，数学的に

表現・処理したりする技能を身に付けてい

る。 

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面

的にみたり目的に応じて適切に変形したり

する力，図形の構成要素間の関係に着目し，

図形の性質や計量について論理的に考察し

表現する力，関数関係に着目し，事象を的

確に表現してその特徴を表，式，グラフを

相互に関連付けて考察する力，社会の事象

などから設定した問題について，データの

散らばりや変量間の関係などに着目し，適

切な手法を選択して分析を行い，問題を解

決したり，解決の過程や結果を批判的に考

察し判断したりする力がついている。 

数学のよさを認識し数学を活用しようとす

る態度，粘り強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善

したりしようとする態度や創造性の基礎が

身についている。 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第４章 図形と計量 

第１節 三角比 

第２節 正弦定理・余弦定理 

 

 

・三角比の意味やその基本

的な性質について理解し，

三角比の相互関係などを理

解している。 

・図形の構成要素間の関係

を，三角比を用いて表現で

きる。 

・定理や公式を理解し基本

・日常の事象や社会の事象

などを数学的にとらえ，三

角比を問題解決に活用でき

る。 

・図形の構成要素間の関係

を三角比を用いて表現し，

正弦定理，余弦定理，公式な

どを活用して問題を解決で

・直接測ることのできない

距離などの求め方を考えよ

うとし，具体的な事象を三

角比の問題として見ること

ができる。 

・三角比の相互関係を調べ

ようとする。 

・日常の事象や社会の事象



的な問題を解くことができ

る。 

きる。 などに正弦定理や余弦定理

を活用しようとする。 

第５章 データの分析 

 

 

・データ分布の特徴を表す

代表値の意味と計算方法を

理解している。 

・散らばりの指標として，範

囲，四分位数の計算方法，箱

ひげ図の描き方を理解して

いる。 

・分散，標準偏差が計算でき

る。 

・代表値として平均値を用

いることが必ずしも適切で

はないことを理解してい

る。 

・範囲，四分位範囲を求め，

箱ひげ図をかき，データの

散らばり具合を比較するこ

とができる。 

・標準偏差によって，データ

の平均値からの散らばり具

合を比較することができ

る。 

・データを整理して全体の

傾向を考察しようとする。 

・身近な統計における代表

値の意味について考察しよ

うとする。 

・データの散らばり具合を

どのように数値化するかを

考察しようとする。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

小テスト ○  〇 

自学課題 ○  〇 

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 数学は、数学的見方・考え方を身に付けることにより事象を論理的に考察する力、表現する力を養う教科です。 

座学が中心となりますが、普段の授業を大切にして問題意識を持って積極的に授業に参加し、課題や提出物にもしっ

かり取り組んでください。 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 数学 科目 数学Ａ 単位数  ２ 学年 ２ 学科 全学科 

使用教科書 最新数学Ａ（数研出版） 副教材 パラレルノート数学Ａ 対応資格 なし 

１ 目標 

 図形の性質，場合の数と確率について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と人間の活動の関係について認識を深め，

事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

図形の性質，場合の数と確率についての基

本的な概念や原理・法則を体系的に理解す

るとともに，数学と人間の活動の関係につ

いて認識を深め，事象を数学化したり，数

学的に解釈したり，数学的に表現・処理し

たりする技能を身に付けるようにする。 

図形の構成要素間の関係などに着目し，図

形の性質を見いだし，論理的に考察する力，

不確実な事象に着目し，確率の性質などに

基づいて事象の起こりやすさを判断する

力，数学と人間の活動との関わりに着目し，

事象に数学の構造を見いだし，数理的に考

察する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活用しようとす

る態度，粘り強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善

したりしようとする態度や創造性の基礎を

養う。 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

図形の性質，場合の数と確率についての基

本的な概念や原理・法則を体系的に理解す

るとともに，数学と人間の活動の関係につ

いて認識を深め，事象を数学化したり，数

学的に解釈したり，数学的に表現・処理し

たりする技能を身に付けている。 

図形の構成要素間の関係などに着目し，図

形の性質を見いだし，論理的に考察する力，

不確実な事象に着目し，確率の性質などに

基づいて事象の起こりやすさを判断する

力，数学と人間の活動との関わりに着目し，

事象に数学の構造を見いだし，数理的に考

察する力がついている。 

数学のよさを認識し数学を活用しようとす

る態度，粘り強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善

したりしようとする態度や創造性の基礎が

身についている。 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 場合の数と確率 

第１節 場合の数 

第２節 確率 

 

・集合をそれぞれの場合に

適した形で表し，共通部分，

和集合，補集合を求めるこ

とができる。 

・場合の数を求めるときの

基本的な考え方について理

解している。 

・順列や組合せの用語，公式

を理解し，利用できる。 

・確率の意味や基本的な法

則についての理解し、確率

の定義に基づき，様々な事

象の確率を求めることがで

きる。 

・集合をそれぞれの場合に

適した形で表すことができ

ベン図を利用して集合を図

示することで，要素の個数

を考察することができる。 

・具体的な問題を通じて，ど

のような場合に順列の考え

方が適用できて，どのよう

な場合に組合せの考え方が

適用できるかを見極めるこ

とができる。 

・様々な事象について理解

し、その確率を求めること

ができる。 

・日常の事象や社会の事象

などを数学的に捉え、場合

の数や確率を問題解決に活

用できる。 

・集合を考えることで，日常

的な事柄などを，集合の要

素の個数として数学的に数

えようとする。 

・順列，円順列，重複順列の

違いや，組合せの考え方を

利用して，図形の個数や同

じものを含む順列の総数な

どが求められることに興

味・関心をもつ。 

・和事象，積事象，排反，空

事象，確率の基本性質を集

合と関連づけて考察しよう

とする。 

・様々な確率について，興味

をもって調べようとする。 

 



第２章 図形の性質 

第１節 三角形の性質 

第２節 円の性質 

  

 

・三角形の性質について理

解している。 

・三角形の性質を用いて、具

体的な問題を処理できる。 

・円の性質について理解し

ている。 

・円に関する様々な性質を

用いて，角度と辺や線分の

長さを求めることができ

る。 

・三角形や円の性質につい

ての理解を事象の考察に活

用できる。 

・証明する際に，適当な補助

線を引いて考察することが

できる。 

・図形に関する様々な定理

を十分理解し，それを利用

して，いろいろな角度から

図形を考察し，角度と辺や

線分の長さを求めることが

できる。 

・線分を分ける点や，三角形

の角の二等分線と比につい

て調べようとする態度があ

る。 

・三角形の外心，内心，重心

が持つ性質に興味関心を示

し、自ら調べ問題を解こう

とする意欲と態度がある。 

・図形に関する身近な問題

について，ここで学んだこ

とを利用して積極的に考察

し，解決しようとする。 

第３章 数学と人間の活動 

第１節 約数と倍数 

第２節 １次不定方程式 

 

・さまざまな人間の活動の

中から，整数を中心とした

数学的な要素を見出し，数

学の内容を理解している。 

・約数・倍数の意味，素因数

分解、公約数・最大公約数，

互除法の原理を理解してい

る。 

・整数を中心とした数学的

な要素を見出し，数学の内

容の理解を深め，現実の事

象を，数学を用いて考察で

きる。 

・約数・倍数の意味，素因数

分解、公約数・最大公約数，

互除法の原理を用いて，問

題についての考察を深める

ことができる。 

・日常生活における具体的

な事象の考察に，約数と倍

数の考えを活用しようとす

る。 

・日常に関連した法則や規

則を数学を用いてとらえる

ことに興味・関心をもつ。 

・互除法の原理に興味・関心

をもつ。 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

小テスト ○  〇 

自学課題 ○  〇 

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 数学は、数学的見方・考え方を身に付けることにより事象を論理的に考察する力、表現する力を養う教科です。 

座学が中心となりますが、普段の授業を大切にし、問題意識を持って積極的に授業に参加し、課題や提出物にもしっ

かり取り組んでください。 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 理科 科目 科学と人間生活 単位数 ２ 学年 １ 学科 海洋技術科・機関工学科 

使用教科書 科学と人間生活(東京書籍) 副教材 なし 対応資格 なし 

 

１ 目標 

 自然の事物・現象資質に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察・実験を行うことなどを通して、

自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

自然と人間生活との関わり及び科学

技術と人間生活との関わりについて

り理解を深め、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関する

技能を身に付けるようにする。 

 

観察、実験などを行い、人間生活と

関連付けて科学的に探究する力を養

う。 

自然の事物・現象に進んで関わり、

科学的に探究態度を養うとともに、

科学に対する興味・関心を高める。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自然と人間生活との関わり及び科学

技術と人間生活との関わりについて

り理解を深め、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関する

技能を身に付けている。 

 

観察、実験などを行い、人間生活と

関連付けて科学的に探究する力を身

に付けている。 

自然の事物・現象に進んで関わり、

科学的に探究態度を身に付け、科学

に対する興味・関心を高めている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

序章 科学技術の発展 科学技術の発展が今日

の人間生活に対してど

のように貢献している

かについて理解してい

る。 

科学技術の発展と人間

生活との関わりについ

て科学的に考察し表現

することができる。 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

１編 生命の科学 

１章 微生物とその利用 

微生物に関する観察、実

験などを行い、微生物の

働きを人間生活と関連

付けて理解している。 

生命の科学について、問

題を見いだし見通しを

もって観察、実験などを

行い、人間生活と関連づ

けて、科学的に考察し表

現することができる。 

 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

２編 物質の科学 

１章 材料とその利用 

 

 

 

 

 

 

身近な材料に関する観

察、実験などを行い、金

属やプラスチックの種

類、性質及び用途と資源

の再利用について、日常

生活と関連付けてれ理

解している。 

 

物質の科学について、問

題を見いだし見通しを

もって観察、実験などを

行い、人間生活と関連づ

けて、科学的に考察し表

現することができる。 

 

 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

 

 

 



３編 光や熱の科学 

１章 光の性質とその利用 

 

光に関する観察、実験な

どを行い、光を中心とし

た電磁波の性質とその

利用について、日常生活

と関連付けて理解して

いる。 

 

光や熱の科学について、

問題を見いだし見通し

をもって観察、実験など

を行い、人間生活と関連

づけて、科学的に考察し

表現することができる。 

 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

４編 宇宙や地球の科学 

２章 自然景観と自然災害 

 

 

 

 

 

 

自然景観と自然災害に

関する観察、実験などを

行い、身近な自然景観の

成り立ちと自然災害に

ついて、人間生活と関連

付けて理解している。 

 

 

宇宙や地球の科学につ

いて、問題を見いだし見

通しをもって観察、実験

などを行い、人間生活と

関連づけて、科学的に考

察し表現することがで

きる。 

 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

 

 

 

５編 課題研究 これからの科学と人間

生活の関わり方につい

て認識を深めている。 

 

これからの科学と人間

生活の関わり方につい

て科学的に考察するこ

とができる。 

 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてABCで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験 ○   

小テスト ○   

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 授業は必ずノート等に授業内容を記入し、提出物は期限を守ってください。教科担任の指示にしたがい、しっかり

学習すること。忘れ物も無いように注意すること。 

 

 

 

 

 

 



 函館水産 シラバス ２０２４年 

教科 理科 科目 科学と人間生活 単位数 ２ 学年 ２ 学科 海洋技術科・機関工学科 

使用教科書 科学と人間生活(東京書籍) 副教材 なし 対応資格 なし 

 

１ 目標 

 自然の事物・現象資質に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察・実験を行うことなどを通して、

自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

自然と人間生活との関わり及び科学

技術と人間生活との関わりについて

り理解を深め、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関する

技能を身に付けるようにする。 

 

観察、実験などを行い、人間生活と

関連付けて科学的に探究する力を養

う。 

自然の事物・現象に進んで関わり、

科学的に探究態度を養うとともに、

科学に対する興味・関心を高める。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自然と人間生活との関わり及び科学

技術と人間生活との関わりについて

り理解を深め、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関する

技能を身に付けている。 

 

観察、実験などを行い、人間生活と

関連付けて科学的に探究する力を身

に付けている。 

自然の事物・現象に進んで関わり、

科学的に探究態度を身に付け、科学

に対する興味・関心を高めている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

序章 科学技術の発展 科学技術の発展が今日

の人間生活に対してど

のように貢献している

かについて理解してい

る。 

科学技術の発展と人間

生活との関わりについ

て科学的に考察し表現

することができる。 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

１編 生命の科学 

２章 微生物とその利用 

微生物に関する観察、実

験などを行い、微生物の

働きを人間生活と関連

付けて理解している。 

生命の科学について、問

題を見いだし見通しを

もって観察、実験などを

行い、人間生活と関連づ

けて、科学的に考察し表

現することができる。 

 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

２編 物質の科学 

２章 材料とその利用 

 

 

 

 

 

 

身近な材料に関する観

察、実験などを行い、金

属やプラスチックの種

類、性質及び用途と資源

の再利用について、日常

生活と関連付けてれ理

解している。 

 

物質の科学について、問

題を見いだし見通しを

もって観察、実験などを

行い、人間生活と関連づ

けて、科学的に考察し表

現することができる。 

 

 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

 

 

 



３編 光や熱の科学 

３章 光の性質とその利用 

 

光に関する観察、実験な

どを行い、光を中心とし

た電磁波の性質とその

利用について、日常生活

と関連付けて理解して

いる。 

 

光や熱の科学について、

問題を見いだし見通し

をもって観察、実験など

を行い、人間生活と関連

づけて、科学的に考察し

表現することができる。 

 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

４編 宇宙や地球の科学 

４章 自然景観と自然災害 

 

 

 

 

 

 

自然景観と自然災害に

関する観察、実験などを

行い、身近な自然景観の

成り立ちと自然災害に

ついて、人間生活と関連

付けて理解している。 

 

 

宇宙や地球の科学につ

いて、問題を見いだし見

通しをもって観察、実験

などを行い、人間生活と

関連づけて、科学的に考

察し表現することがで

きる。 

 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

 

 

 

５編 課題研究 これからの科学と人間

生活の関わり方につい

て認識を深めている。 

 

これからの科学と人間

生活の関わり方につい

て科学的に考察するこ

とができる。 

 

自然の事物・現象に進ん

で関わり、科学的に探究

態度を身に付け、科学に

対する興味・関心を高め

ている。 

 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてABCで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験 ○   

小テスト ○   

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 授業は必ずノート等に授業内容を記入し、提出物は期限を守ってください。教科担任の指示にしたがい、しっかり

学習すること。忘れ物も無いように注意すること。 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２ 学年 ２ 学科 海洋技術科 

使用教科書 生物基礎(実教出版) 副教材 なし 対応資格 なし 

 

１ 目標 

 生物や生物現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、生

物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

日常生活や社会との関係を図りなが

ら、生物や生物現象について理解す

るとともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けるようにす

る。 

 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を養う。 

生物や生物現象に主体的に関わり、

科学的に探究しようとする態度と生

命を尊重し、自然環境の保全に寄与

する態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日常生活や社会との関係を図りなが

ら、生物や生物現象について理解す

るとともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けている。 

 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を身に付けている。 

生物や生物現象に主体的に関わり、

科学的に探究しようとする態度と生

命を尊重し、自然環境の保全に寄与

する態度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

１章 生物の特徴 

１ 生物の多様性と共通性 

２ 生物とエネルギー 

 

２章 遺伝子とその働き 

 １ 遺伝子とＤＮＡ 

 ２ 遺伝情報とタンパク質の 

合成 

 

生物の特徴についての

知識を理解するととも

に、それらの観察、実験

などに関する技能が身

に付いている。 

 

生物の特徴について、観

察、実験などを通して探

究し、多様な生物がもつ

共通の特徴を見いだし

て表現することができ

る。 

生物や生物現象に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度と

生命を尊重し、自然環境

の保全に寄与する態度

を身に付けている。 

３章 ヒトのからだの調節 

１ 体内環境 

２ 体内環境の維持のしくみ 

 ３ 免疫 

 

 

 

 

ヒトの体の調節につい

ての知識を理解すると

ともに、それらの観察、

実験などに関する技能

が身に付いている。 

ヒトの体の調節につい

て、観察、実験を通して

探究し、神経系と内分泌

系による調節及び免疫

などの特徴を見いだし

て表現することができ

る。 

生物や生物現象に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度と

生命を尊重し、自然環境

の保全に寄与する態度

を身に付けている。 



４章 生物の多様性と生態系 

１ 生態系とその成り立ち 

２ 植生とバイオドーム 

３ 生態系と生物の多様性 

４ 生態系のバランスと保全 

生物の多様性と生態系

についての知識を理解

するとともに、それらの

観察、実験などに関する

技能が身に付いている。 

また、生態系の保全の重

要性について認識して

いる。 

 

生物の多様性と生態系

について、観察・実験な

どを通して探究し、生態

系における、生物の多様

性及び生物と環境との

関係性を見いだして表

現することができる。 

生物や生物現象に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度と

生命を尊重し、自然環境

の保全に寄与する態度

を身に付けている。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてABCする。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験 ○   

小テスト ○   

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 授業は必ずノート等に授業内容を記入し、提出物は期限を守ってください。教科担任の指示にしたがい、しっかり

学習すること。忘れ物も無いように注意すること。 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２ 学年 ２ 学科 全学科 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 副教材 
保健体育ノ

ート 
対応資格  

 

１ 目標 
 体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉
え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

運動の合理的、計画的な実践を通し
て、運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、生涯にわたって運動を豊かに継
続することができるようにするため、運
動の多様性や体力の必要性について
理解するとともに、それらの技能を身
に付けるようにする。 

生涯にわたって運動を豊かに継続す
るための課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて思考し判断するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者
に伝える力を養う。 

 

運動における競争や協働の経験を通
して、公正に取り組む、互いに協力す
る、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとする
などの意欲を育てるとともに、健康・安
全を確保して生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

運動の合理的、計画的な実践を通し
て、運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、生涯にわたって運動を豊かに継
続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性に
ついて理解するとともに、それらの
技能を身に付けている。 

生涯にわたって運動を豊かに継続す
るための課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて思考し判断する
とともに、自己や仲間の考えたこと
を他者に伝える力を身に付けてい
る。 

運動における競争や協働の経験を通
して、公正に取り組む、互いに協力
する、自己の責任を果たす、参画す
る、一人一人の違いを大切にしよう
とするなどの意欲を育てるととも
に、健康・安全を確保して生涯にわ
たって継続して運動に親しむ態度を
身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 
取り組む態度 

体育理論 
１．「スポーツの文化的現代のスポー
ツの発展」 

スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発
展について理解してい
る。 

スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発
展について，よりよい解
決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝
えようとしている。 
 
 
 

 スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発
展 
についての学習に自主
的に取り組もうとしてい
る。 
 
 

体育理論 
２．運動やスポーツの効果的な学習

の仕方 

運動やスポーツの効果
的な学習の仕方につい
て理解している。 

体育理論 
３．豊かなスポーツライフの設計の仕
方 

豊かなスポーツライフの
設計の仕方について理
解している。 

集団行動 
 
 

様々な環境下で実践す
る際の集団の一員として
の自覚や行動を実践す
るための技能を習得して
いる。 

集団の中の一員としての
自覚をよりよい解決に向
けて思考し判断するとと
もに、他者に伝えようとし
ている。 

集団行動を自主的に取
り組むとともに、互いに
助け合い教え合おうとす
ることや，健康・安全を確
保しようとしている。 

体つくり運動 
 
 
 
 
 
 
 
 

様々な環境下で実践す
る際の健康・安全の確保
の仕方やマナーなどの
多様な関わり方を実践
するための事項を理解し
ている。 
地域社会での活動など
の企画や運営、健康・安
全の確保、ｽﾎﾟｰﾂを通し
た良好な人間関係の形
成する際などに求められ
る技能を習得している。 

生涯を通してスポーツの
推進及び発展に寄与し
ようとしている。 
 
 
 
 
 

生涯にわたってスポー
ツを実践していく際の協
力、責任、参画、共生な
どに対する意欲を高めス
ポーツの推進及び発展
に寄与する自己の姿勢
や他者、地域社会との関
わり方などのスポーツ価
値を高めることに主体的
に取り組もうとしている。 
 



 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

器械運動 
 
 
 
 
 
 

技ができる楽しさや喜び
を味わい，技の名称や
行い方，運動観察の方
法，体力の高め方などを
理解するとともに，自己
に適した技で演技してい
る。 
 

技などの自己や仲間の
課題を発見し，合理的な
解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとと
もに，自己の考えたこと
を他者に伝えようとして
いる。 

器械運動に自主的に取
り組むとともに，よい演技
を讃えようとすること、一
人１人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしよう
とすることや、健康・安全
を確保しようとしている。 

サッカー 
 
 
 
 
 

勝敗を競う楽しさや喜び
を味わい，技術の名称
や行い方，体力の高め
方，運動観察の方法など
を理解するとともに，作
戦に応じた技能で仲間と
連携しゲームを展開して
いる。 
 
 

攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫する
とともに，自己や仲間の
考えたことを他者に伝え
ようとしている。 
 
 

サッカーに自主的に取り
組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとする
こと，作戦などについて
の話合いに貢献しようと
すること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること，
互いに助け合い教え合
おうとすることなどや，健
康・安全を確保しようとし
ている。 

陸上競技 
 
 
 
 
 
 

記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい， 
技術の名称や行い方，
体力の高め方，運動観
察の方法などを理解す
るとともに，各種目特有
の技能を身に付けてい
る。 
 

動きなどの自己や仲間
の課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫すると
ともに，自己の考えたこと
を他者に伝えようとして
いる。 
 
 

陸上競技に自主的に取
り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ル
ールやマナーを大切に
しようとすること，自己の
責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなど
や，健康・安全を確保し
ようとしている。 

水 泳 
 
 
 
 
 
 
 

記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい，技
術の名称や行い方，体
力の高め方，運動観察
の方法などを理解すると
ともに，効率的に泳ぐこと
ができる。 
 
 
 

泳法などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫すると
ともに，自己の考えたこと
を他者に伝えようとして
いる。 
 
 
 

水泳に自主的に取り組
むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルー
ルやマナーを大切にし
ようとすること，自己の責
任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切に
しようとすることなどや，
水泳の事故防止に関す
る心得を遵守するなど健
康・安全を確保しようとし
ている。 

柔 道 
 
 
 
 

技を高め勝敗を競う楽し
さや喜びを味わい，伝統
的な考え方，技の名称
や見取り稽古の仕方，体
力の高め方などを理解
するとともに，基本動作
や基本となる技を用いて
攻防を展開することがで
きる。 

攻防などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫すると
ともに，自己の考えたこと
を他者に伝えようとして
いる。 
 

武道に自主的に取り組
むとともに，相手を尊重
し，伝統的な行動の仕方
を大切にしようとするこ
と，自己の責任を果たそ
うとすること，一人一人の
違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を
確保しようとしている。 

 

 

 

 



 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

バレーボール 
 
 
 
 
 
 

勝敗を競う楽しさや喜び
を味わい，技術の名称
や行い方，体力の高め
方，運動観察の方法など
を理解するとともに，作
戦に応じた技能で仲間と
連携しゲームを展開して
いる。 
 

攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫する
とともに，自己や仲間の
考えたことを他者に伝え
ようとしている。 
 

バレーボールに自主的
に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしよ
うとすること，作戦などに
ついての話合いに貢献
しようとすること，一人一
人の違いに応じたプレイ
などを大切にしようとす
ること，互いに助け合い
教え合おうとすることな
どや，健康・安全を確保
しようとしている。 

バスケットボール 
 
 
 
 
 
 

勝敗を競う楽しさや喜び
を味わい，技術の名称
や行い方，体力の高め
方，運動観察の方法など
を理解するとともに，作
戦に応じた技能で仲間と
連携しゲームを展開して
いる。 
 
 

攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫する
とともに，自己や仲間の
考えたことを他者に伝え
ようとしている。 
 
 
 

バスケットボールに自主
的に取り組むとともに，フ
ェアなプレイを大切にし
ようとすること，作戦など
についての話合いに貢
献しようとすること，一人
一人の違いに応じたプ
レイなどを大切にしようと
すること，互いに助け合
い教え合おうとすること
などや，健康・安全を確
保しようとしている。 

 
４ 観点別学習状況の評価について 
  各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす
べてについて abcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 
 この結果を数値化することで、各学期末に観点別の総括を ABCで行う。３学期末（年度末）には、それぞれの学期の
観点別の評価（ＡＢＣ）を１年間の観点別の評価（ＡＢＣ）に総括する。 

 １年間の観点別の評価（ＡＢＣ）は、学校で定めた下の表から１・２・３・４・５の５段階 

の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 

評価の組合せ 評定 

ＡＡＡ ５ 
ＡＡＢ ５ 
ＡＢＢ ４ 
ＡＡＣ ４ 
ＡＢＣ ３ 
ＢＢＢ ３ 
ＢＢＣ ３ 
ＡＣＣ ３ 
ＢＣＣ ２ 
ＣＣＣ １ 

 なお、本科目では以下の方法で書く観点の評価をおこなう。 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

実技試験 ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

発言・行動観察  ○ ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○  

 
５ 担当教員から 
  体育館、グラウンドで授業を行う。時間厳守、意欲的な態度で参加し、ジャージ等の忘れ物が無いよう注意する
こと。 

【目標の実現に向けた学習状況】 

a, Ａ:「十分満足できる」状況と判断されるもの 

b, Ｂ:「おおむね満足できる」状況と判断されるもの 

c, Ｃ：「努力を要する」状況と判断されるもの 

学
校
で
統
一 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 保健体育 科目 保  健 単位数 １ 学年 ２ 学科 普 通 科 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 副教材 保健ノート 対応資格  

 

１ 目標 

 保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々が自らの健康

や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

個人及び社会生活における健康・安

全について理解を深めるとともに、

技能を身に付けるようにする。 

健康についての自他や社会の課題を

発見し、合理的、計画的な解決に向

けて思考し判断するとともに、目的

や状況に応じて他者に伝える力を養

う。 

生涯を通じて自他の健康の保持増進

やそれを支える環境作りを目指し、

明るく豊かで活力ある生活を営む態

度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

個人及び社会生活における健康・安

全について理解を深めるとともに、

技能を身に付けている。 

健康についての自他や社会の課題を

発見し、合理的、計画的な解決に向

けて思考し判断するとともに、目的

や状況に応じて他者に伝える力を身

に付けている。 

生涯を通じて自他の健康の保持増進

やそれを支える環境作りを目指し、

明るく豊かで活力ある生活を営む態

度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

  項目名 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取

り組む態度 

保健編 1単元 現代社会と健康 

1 

健康の考え

方と成り立

ち 

・我が国の死亡率，受療率，平均寿命，健康寿命など

各種の指標や疾病構造の変化を通して国民の健康課

題について，理解したことを言ったり書いたりして

いる。 

・健康水準，及び疾病構造の変化には，科学技術の発

達，及び生活様式や労働形態を含む社会の状況が関

わっていることについて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

・健康の考え方について，健康に関わる

原則や概念を基に整理したり，個人及

び社会生活と関連付けたりして，自他

や社会の課題を発見している。 

・国民の健康課題について，我が国の健

康水準の向上や疾病構造の変化に関す

るデータや資料に基づいて分析し，生

活の質の向上に向けた課題解決の方法

をヘルスプロモーションの考え方を踏

まえて整理している。 

・健康の考え方について，自他や社会の

課題の解決方法と，それを選択した理

由などを話し合ったり，ノートなどに

記述したりして，筋道を立てて説明し

ている。 

健康の考え方につ

いて，課題の解決

に向けた学習に主

体的に取り組もう

としている。 

2 
私たちの健

康のすがた 

・健康水準の向上，疾病構造の変化に伴い，個人や集

団の健康についての考え方も変化してきていること

について，理解したことを言ったり書いたりしてい

る。 

・免疫，遺伝，生活行動などの主体要因と，自然，経

済，文化，保健・医療サービスなどの環境要因が互い

に影響し合いながら健康の成立に関わっていること

について，理解したことを言ったり書いたりしてい

る。 

シラバス様式 説明用 



3 

生活習慣病

の予防と回

復 

・がん，脳血管疾患，虚血性心疾患，高血圧症，脂質

異常症，糖尿病などを適宜取り上げ，これらの生活習

慣病などのリスクを軽減し予防するには，適切な運

動，食事，休養及び睡眠など，調和のとれた健康的な

生活を続けることが必要であること，定期的な健康

診断やがん検診などを受診することが必要であるこ

とについて，理解したことを言ったり書いたりして

いる。 

・がんは，肺がん，大腸がん，胃がんなど様々な種類

があり，生活習慣のみならず細菌やウイルスの感染

などの原因もあることについて，理解したことを言

ったり書いたりしている。 

・生活習慣病などの予防と回復には，個人の取組と

ともに，健康診断やがん検診の普及，正しい情報の発

信など社会的な対策が必要であることについて，理

解したことを言ったり書いたりしている。 

  

・生活習慣病などの予防と回復につい

て，健康に関わる原則や概念を基に整

理したり，個人及び社会生活と関連付

けたりして，自他や社会の課題を発見

している。 

・生活習慣病などの予防と回復につい

て，習得した知識を基に自他の生活習

慣や社会環境を分析し，リスクの軽減

と生活の質の向上に必要な個人の取組

や社会的な対策を整理している。 

・生活習慣病などの予防と回復につい

て，自他や社会の課題の解決方法と，そ

れを選択した理由などを話し合った

り，ノートなどに記述したりして，筋道

を立てて説明している。 

生活習慣病とその

予防について，課

題の解決に向けた

学習に主体的に取

り組もうとしてい

る。 

4 
がんの原因

と予防 

5 
がんの治療

と回復 

6 運動と健康 

7 食事と健康 

8 
休養・睡眠

と健康 

9 喫煙と健康 

・喫煙や飲酒は，生活習慣病などの要因となり心身

の健康を損ねること，喫煙や飲酒による健康課題を

防止するには，正しい知識の普及，健全な価値観の育

成などの個人への働きかけ，及び法的な整備も含め

た社会環境への適切な対策が必要であることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。 

・コカイン，MDMA などの麻薬，覚醒剤，大麻，な

ど，薬物の乱用は，心身の健康，社会の安全などに対

して深刻な影響を及ぼすことから，決して行っては

ならないことについて，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

・薬物乱用を防止するには，正しい知識の普及，健全

な価値観や規範意識の育成などの個人への働きか

け，及び法的な規制や行政的な対応など社会環境へ

の対策が必要であることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

・喫煙，飲酒，薬物乱用の防止について，

健康に関わる原則や概念を基に整理し

たり，個人及び社会生活と関連付けた

りして，自他や社会の課題を発見して

いる。 

・喫煙，飲酒，薬物乱用の防止について，

我が国のこれまでの取組を個人への働

きかけと社会環境への対策の面から分

析したり，諸外国と比較したりして，防

止策を評価している。 

・喫煙，飲酒，薬物乱用の防止について，

自他や社会の課題の解決方法と，それ

を選択した理由などを話し合ったり，

ノートなどに記述したりして，筋道を

立てて説明している。 

喫煙，飲酒，薬物乱

用について，課題

の解決に向けた学

習に主体的に取り

組もうとしてい

る。 
10 飲酒と健康 

11 
薬物乱用と

健康 

12 
精神疾患の

特徴 

・精神疾患は，精神機能の基盤となる心理的，生物

的，または社会的な機能の障害などが原因となり，認

知，情動，行動などの不調により，精神活動が不全に

なった状態であることについて，理解したことを言

ったり書いたりしている。 

・うつ病，統合失調症，不安症，摂食障害などは，誰

もが罹患しうること，若年で発症する疾患が多いこ

と，適切な対処により回復し生活の質の向上が可能

であることについて，理解したことを言ったり書い

たりしている。 

・精神疾患の予防と回復について，健康

に関わる原則や概念を基に整理した

り，個人及び社会生活と関連付けたり

して，自他や社会の課題を発見してい

る。 

・精神疾患の予防と回復について，習得

した知識を基に，心身の健康を保ち，不

調に早く気付くために必要な個人の取

組や社会的な対策を整理している。 

・精神疾患の予防と回復について，自他

精神疾患の予防と

その回復につい

て，課題の解決に

向けた学習に主体

的に取り組もうと

している。 

13 
精神疾患の

予防 



14 
精神疾患か

らの回復 

・精神疾患の予防と回復には，身体の健康と同じく，

適切な運動，食事，休養及び睡眠など，調和のとれた

生活を実践すること，早期に心身の不調に気付くこ

と，心身に起こった反応については体ほぐしの運動

などのリラクセーションの方法でストレスを緩和す

ることなどが重要であることについて，理解したこ

とを言ったり書いたりしている。 

・心身の不調時には，不安，抑うつ，焦燥，不眠など

の精神活動の変化が，通常時より強く，持続的に生じ

ること，心身の不調の早期発見と治療や支援の早期

の開始によって回復可能性が高まることについて，

理解したことを言ったり書いたりしている。 

・人々が精神疾患について正しく理解するとともに，

専門家への相談や早期の治療などを受けやすい社会

環境を整えることが重要であること，偏見や差別の

対象ではないことについて，理解したことを言った

り書いたりしている。 

や社会の課題の解決方法と，それを選

択した理由などを話し合ったり，ノー

トなどに記述したりして，筋道を立て

て説明している。 

15 
現代の感染

症 

・感染症は，時代や地域によって自然環境や社会環

境の影響を受け，発生や流行に違いが見られること，

その際，交通網の発達により短時間で広がりやすく

なっていること，また，新たな病原体の出現，感染症

に対する社会の意識の変化等によって，腸管出血性

大腸菌（Ｏ 157 等）感染症，結核などの新興感染症

や再興感染症の発生や流行が見られることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。 

・感染症のリスクを軽減し予防するには，衛生的な

環境の整備や検疫，正しい情報の発信，予防接種の普

及など社会的な対策とともに，それらを前提とした

個人の取組が必要であること，エイズ及び性感染症

についても，その原因，及び予防のための個人の行動

選択や社会の対策について，理解したことを言った

り書いたりしている。 

・現代の感染症とその予防について，健

康に関わる原則や概念を基に整理した

り，個人及び社会生活と関連付けたり

して，自他や社会の課題を発見してい

る。 

・感染症の発生や流行には時代や地域

によって違いがみられることについ

て，事例を通して整理し，感染のリスク

を軽減するための個人の取組及び社会

的な対策に応用している。 

・現代の感染症とその予防について，自

他や社会の課題の解決方法と，それを

選択した理由などを話し合ったり，ノ

ートなどに記述したりして，筋道を立

てて説明している。 

現代の感染症とそ

の予防について，

課題の解決に向け

た学習に主体的に

取り組もうとして

いる。 

16 
感染症の予

防 

17 

性感染症・

エイズとそ

の予防 

18 

健康に関す

る意思決

定・行動選

択 

・健康を保持増進するには，ヘルスプロモーション

の考え方に基づき，適切な意思決定や行動選択によ

り，疾病等のリスクを軽減することを含め，自らの健

康を適切に管理することが必要であるとともに，環

境づくりが重要であることについて，理解したこと

を言ったり書いたりしている。 

・適切な意思決定や行動選択には，個人の知識，価値

観，心理状態，及び人間関係などを含む社会環境が関

連していることについて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

・健康を保持増進するための環境には，自然環境，及

び政策や制度，地域活動などの様々な社会環境があ

・健康の考え方について，健康に関わる

原則や概念を基に整理したり，個人及

び社会生活と関連付けたりして，自他

や社会の課題を発見している。 

・国民の健康課題について，我が国の健

康水準の向上や疾病構造の変化に関す

るデータや資料に基づいて分析し，生

活の質の向上に向けた課題解決の方法

をヘルスプロモーションの考え方を踏

まえて整理している。 

・健康の考え方について，自他や社会の

課題の解決方法と，それを選択した理

健康の考え方につ

いて，課題の解決

に向けた学習に主

体的に取り組もう

としている。 

19 

健康に関す

る環境づく

り 



ることについて，理解したことを言ったり書いたり

している。 

由などを話し合ったり，ノートなどに

記述したりして，筋道を立てて説明し

ている。 

保健編 ２単元 安全な社会生活 

1 
事故の現状

と発生要因 

・事故は，地域，職場，家庭，学校など様々な場面に

おいて発生していること，事故の発生には，周りの状

況の把握及び判断，行動や心理などの人的要因，気象

条件，施設・設備，車両，法令，制度，情報体制など

の環境要因などが関連していることについて，理解

したことを言ったり書いたりしている。 

・安全な社会づくりについて，安全に関

わる原則や概念を基に整理したり，個

人及び社会生活と関連付けたりして，

自他や社会の課題を発見している。 

・安全な社会づくりについて，様々な事

故や災害の事例から，安全に関する情

報を整理し，環境の整備に応用してい

る。 

・交通安全について，習得した知識を基

に，事故につながる危険を予測し回避

するための自他や社会の取組を評価し

ている。 

・安全な社会づくりについて，自他や社

会の課題の解決方法と，それを選択し

た理由などを話し合ったり，ノートな

どに記述したりして，筋道を立てて説

明している。 

安全な社会づくり

について，課題の

解決に向けた学習

に主体的に取り組

もうとしている。 

2 
安全な社会

の形成 

・事故を防止したり事故の発生に伴う傷害等を軽減

したりすることを目指す安全な社会の形成には，交

通安全，防災，防犯などを取り上げて，法的な整備な

どの環境の整備，環境や状況に応じた適切な行動な

どの個人の取組，及び地域の連携などが必要である

ことについて，理解したことを言ったり書いたりし

ている。 

3 
交通におけ

る安全 

・交通事故を防止するには，自他の生命を尊重する

とともに，自分自身の心身の状態や周りの環境，車両

の特性などを把握すること，及び個人の適切な行動，

交通環境の整備が必要であることについて，理解し

たことを言ったり書いたりしている。 

4 

応急手当の

意義とその

基本 

・適切な応急手当は，傷害や疾病の悪化を防いだり，

傷病者の苦痛を緩和したりすることについて，理解

したことを言ったり書いたりしている。 

・自他の生命や身体を守り，不慮の事故災害に対応

できる社会をつくるには，一人一人が適切な連絡・通

報や運搬も含む応急手当の手順や方法を身に付ける

とともに，自ら進んで行う態度が必要であること，さ

らに，社会の救急体制の整備を進めること，救急体制

を適切に利用することが必要であることについて，

理解したことを言ったり書いたりしている。 

・応急手当について，安全に関わる原則

や概念を基に整理したり，個人及び社

会生活と関連付けたりして，自他や社

会の課題を発見している。 

・応急手当について，習得した知識や技

能を事故や災害で生じる傷害や疾病に

関連付けて，悪化防止のための適切な

方法に応用している。 

・応急手当について，自他や社会の課題

の解決方法と，それを選択した理由な

どを話し合ったり，ノートなどに記述

したりして，筋道を立てて説明してい

る。 

応急手当につい

て，課題の解決に

向けた学習に主体

的に取り組もうと

している。 

5 
日常的な応

急手当 

・日常生活で起こる傷害や，熱中症などの疾病の際

には，それに応じた体位の確保・止血・固定などの基

本的な応急手当の方法や手順があることを，実習を

通して理解し，応急手当ができるようにする。 

6 心肺蘇生法 

・心肺停止状態においては，急速に回復の可能性が

失われつつあり，速やかな気道確保，人工呼吸，胸骨

圧迫，AED（自動体外式除細動器）の使用などが必

要であること，及び方法や手順について，実習を通し

て理解したことを言ったり書いたりし，AED など

を用いて心肺蘇生法ができる。 

 
 



保健編 ３単元 生涯を通じる健康 

1 
ライフステ

ージと健康 

・思春期における心身の発達や性的成熟に伴う身体

面，心理面，行動面などの変化に関わり，健康課題が

生じることがあることについて，理解したことを言

ったり書いたりしている。 

・思春期の心身の変化に対応して，自分の行動への

責任感や異性を理解したり尊重したりする態度が必

要であること，及び性に関する情報等への適切な対

処が必要であることについて，理解したことを言っ

たり書いたりしている。 

・生涯の各段階における健康について，

健康に関わる原則や概念を基に整理し

たり，個人及び社会生活と関連付けた

りして，自他や社会の課題を発見して

いる。 

・思春期と健康について，習得した知識

を基に，心身の発達や性的成熟に伴う

健康課題を解決するために，性に関わ

る情報を適切に整理している。 

・結婚生活と健康について，習得した知

識を基に，結婚生活に伴う健康課題の

解決や生活の質の向上に向けて，保健・

医療サービスの活用方法を整理してい

る。 

・加齢と健康について，習得した知識を

基に，中高年期の疾病や事故のリスク

軽減のための個人の取組と社会的対策

を評価している。 

・生涯の各段階における健康について，

自他や社会の課題の解決方法と，それ

を選択した理由などを話し合ったり，

ノートなどに記述したりして，筋道を

立てて説明している。 

生涯の各段階にお

ける健康につい

て，課題の解決に

向けた学習に主体

的に取り組もうと

している。 

2 
思春期と健

康 

3 
性意識と性

行動の選択 

4 
妊娠・出産

と健康 

・結婚生活について，心身の発達や健康の保持増進

の観点から理解したことを言ったり書いたりしてい

る。 

・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題について，

理解したことを言ったり書いたりしている。 

・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への影響な

どについて，理解したことを言ったり書いたりして

いる。 

・結婚生活を健康に過ごすには，自他の健康に対す

る責任感，良好な人間関係や家族や周りの人からの

支援，及び母子の健康診査の利用や保健相談などの

様々な保健・医療サービスの活用が必要であること

について，理解したことを言ったり書いたりしてい

る。 

5 
避妊法と人

工妊娠中絶 

6 
結婚生活と

健康 

7 
中高年期と

健康 

・中高年期を健やかに過ごすためには，若いときか

ら，健康診断の定期的な受診などの自己管理を行う

こと，生きがいをもつこと，運動やスポーツに取り組

むこと，家族や友人などとの良好な関係を保つこと，

地域における交流をもつことなどが関係することに

ついて，理解したことを言ったり書いたりしている。 

・高齢期には，加齢に伴い，心身の機能や形態が変化

すること，その変化には個人差があること，疾病や事

故のリスクが高まること，健康の回復が長期化する

傾向にあることについて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

・高齢社会では，認知症を含む疾病等への対処，事故

の防止，生活の質の保持，介護などの必要性が高まる

ことなどから，保健・医療・福祉の連携と総合的な対

策が必要であることについて，理解したことを言っ

たり書いたりしている。 

8 
働くことと

健康 

・労働による傷害や職業病などの労働災害は，作業

形態や作業環境の変化に伴い質や量が変化してきた

ことについて，理解したことを言ったり書いたりし

ている。 

・労働と健康について，健康に関わる原

則や概念を基に整理したり，個人及び

社会生活と関連付けたりして，自他や

社会の課題を発見している。 

労働と健康につい

て，課題の解決に

向けた学習に主体

的に取り組もうと
9 

労働災害と

健康 



・労働災害を防止するには，作業形態や作業環境の

改善，長時間労働をはじめとする過重労働の防止を

含む健康管理と安全管理が必要であることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。 

・働く人の健康の保持増進について，習

得した知識を基に，生活の質の向上を

図ることと関連付けて，課題解決の方

法に応用している。 

・労働災害と健康について，習得した知

識を基に，労働災害の防止に向けて，個

人の取組と社会的対策を整理してい

る。 

・労働と健康について，自他や社会の課

題の解決方法と，それを選択した理由

などを話し合ったり，ノートなどに記

述したりして，筋道を立てて説明して

いる。 

している。 

10 
健康的な職

業生活 

・働く人の健康の保持増進は，職場の健康管理や安

全管理とともに，心身両面にわたる総合的，積極的な

対策の推進が図られることで成り立つことについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。 

・働く人の日常生活においては，積極的に余暇を活

用するなどして生活の質の向上を図ることなどで健

康の保持増進を図っていくことが重要であることに

ついて，を理解したことを言ったり書いたりしてい

る。 

保健編 ４単元 健康を支える環境づくり 

1 
大気汚染と

健康 

・人間の生活や産業活動は，大気汚染，水質汚濁，土

壌汚染などの自然環境汚染を引き起こし，健康に影

響を及ぼしたり被害をもたらしたりすることがある

ということについて，理解したことを言ったり書い

たりしている。 

・環境と健康について，健康に関わる原

則や概念を基に整理したり，個人及び

社会生活と関連付けたりして，自他や

社会の課題を発見している。 

・人間の生活や産業活動などによって

引き起こされる自然環境汚染につい

て，事例を通して整理し，疾病等のリス

クを軽減するために，環境汚染の防止

や改善の方策に応用している。 

・環境と健康について，自他や社会の課

題の解決方法と，それを選択した理由

などを話し合ったり，ノートなどに記

述したりして，筋道を立てて説明して

いる。 

環境と健康につい

て，課題の解決に

向けた学習に主体

的に取り組もうと

している。 

2 

水質汚濁，

土壌汚染と

健康 

3 

環境と健康

にかかわる

対策 

・健康への影響や被害を防止するためには，汚染物

質の排出をできるだけ抑制したり，排出された汚染

物質を適切に処理したりすることなどが必要である

ことについて，理解したことを言ったり書いたりし

ている。 

・健康への影響や被害を防止するために環境基本法

などの法律等が制定されており，環境基準の設定，排

出物の規制，監視体制の整備などの総合的・計画的対

策が講じられていることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

4 

ごみの処理

と上下水道

の整備 

・上下水道の整備，ごみやし尿などの廃棄物を適切

に処理する等の環境衛生活動は，自然環境や学校・地

域などの社会生活における環境，及び人々の健康を

守るために行われていることについて，理解したこ

とを言ったり書いたりしている。 

5 
食品の安全

性 

・人々の健康を支えるためには，食品の安全性を確

保することが重要であり，食品の安全性が損なわれ

ると，健康に深刻な被害をもたらすことがあり，食品

の安全性を確保することは健康の保持増進にとって

重要であることについて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

・食品と健康について，健康に関わる原

則や概念を基に整理したり，個人及び

社会生活と関連付けたりして，自他や

社会の課題を発見している。 

・食品の安全性と食品衛生に関わる活

動について，習得した知識を自他の日

食品と健康につい

て，課題の解決に

向けた学習に主体

的に取り組もうと

している。 



6 

食品衛生に

かかわる活

動 

・食品の安全性を確保するために，食品衛生法など

の法律等が制定されており，様々な基準に基づいて

食品衛生活動が行われていることや，食品の製造・加

工・保存・流通など，各段階での適切な管理が重要で

あることについて，理解したことを言ったり書いた

りしている。 

・食品衛生に関わる健康被害の防止と健康の保持増

進には，適切に情報を公開，活用するなど行政・生産

者・製造者・消費者などが互いに関係を保ちながら，

それぞれの役割を果たすことが重要であることにつ

いて，理解したことを言ったり書いたりしている。 

常生活に適用して，健康被害の防止と

健康を保持増進するための計画を立て

ている。 

・食品と健康について，自他や社会の課

題の解決方法と，それを選択した理由

などを話し合ったり，ノートなどに記

述したりして，筋道を立てて説明して

いる。 

7 

保健サービ

スとその活

用 

・我が国には，人々の健康を支えるための保健・医療

制度が存在し，行政及びその他の機関などから健康

に関する情報，医療の供給，医療費の保障も含めた保

健・医療サービスなどが提供されていることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。 

・保健・医療制度及び地域の保健・医療

機関について，健康に関わる原則や概

念を基に整理したり，個人及び社会生

活と関連付けたりして，自他や社会の

課題を発見している。 

・医薬品の制度とその活用について，医

薬品には承認制度があり，販売に規制

が設けられていることと関連付けなが

ら，生活の質の向上のために利用の仕

方を整理している。 

・保健・医療制度及び地域の保健・医療

機関について，自他や社会の課題の解

決方法と，それを選択した理由などを

話し合ったり，ノートなどに記述した

りして，筋道を立てて説明している。 

保健・医療制度及

び地域の保健・医

療機関について，

課題の解決に向け

た学習に主体的に

取り組もうとして

いる。 

8 

医療サービ

スとその活

用 

・健康を保持増進するためには，検診などを通して

自己の健康上の課題を的確に把握し，地域の保健所

や保健センターなどの保健機関，病院や診療所など

の医療機関，及び保健・医療サービスなどを適切に活

用していくことなどが必要であることについて，理

解したことを言ったり書いたりしている。 

9 

医療品の制

度とその活

用 

・医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬品，一般用医

薬品の三つに大別され，承認制度によってその有効

性や安全性が審査されており，販売に規制が設けら

れていることについて，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

・疾病からの回復や悪化の防止には，個々の医薬品

の特性を理解した上で，使用法に関する注意を守り，

正しく使うことが必要であることについて，理解し

たことを言ったり書いたりしている。 

10 

さまざまな

保健活動や

社会的対策 

・我が国や世界では，健康を支えるために，健康課題

に対応して各種の保健活動や社会的対策が行われて

いることについて，理解したことを言ったり書いた

りしている。 

・様々な保健活動や社会的対策につい

て，健康に関わる原則や概念を基に整

理したり，個人及び社会生活と関連付

けたりして，自他や社会の課題を発見

している。 

・地域の保健・医療機関やスポーツ施設

の活用の仕方について，関連した情報

を整理し，生活の質の向上に向けた課

題解決に応用している。 

・様々な保健活動や社会的対策につい

て，自他や社会の課題の解決方法と，そ

れを選択した理由などを話し合った

り，ノートなどに記述したりして，筋道

様々な保健活動や

社会的対策につい

て，課題の解決に

向けた学習に主体

的に取り組もうと

している。 



を立てて説明している。 

11 

健康に関す

る環境づく

りと社会参

加 

・自他の健康を保持増進するには，ヘルスプロモー

ションの考え方に基づいた，健康に関する環境づく

りが重要であることについて，理解したことを言っ

たり書いたりしている。 

・一人一人が健康に関心をもち，健康を支える適切

な環境づくりに積極的に参加していくことが必要で

あり，そのことが自分を含めた世界の人々の健康の

保持増進につながることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

・健康に関する環境づくりと社会参加

について，健康に関わる原則や概念を

基に整理したり，個人及び社会生活と

関連付けたりして，自他や社会の課題

を発見している。 

・ヘルスプロモーションの考え方に基

づいた，健康に関する環境づくりへ積

極的に参加していくために，適切な情

報を選択・収集して，分析・評価し計画

を立てている。 

・健康に関する環境づくりと社会参加

について，自他や社会の課題の解決方

法と，それを選択した理由などを話し

合ったり，ノートなどに記述したりし

て，筋道を立てて説明している。 

健康に関する環境

づくりと社会参加

について，課題の

解決に向けた学習

に主体的に取り組

もうとしている。 

体育編 １単元 スポーツの発祥と発展 

1 

スポーツの

始まりと変

遷 

・スポーツは，人類の歴史とともに世界各地で日常

の遊びや生活などから生まれてきたこと，近代にな

って，スポーツは娯楽から競技に変化し，一般の人び

とに広がっていったこと，現代では，競技だけでな

く，広く身体表現や身体活動を含む概念としてスポ

ーツが用いられるようになってきており，その理念

が時代に応じて多様に変容してきていることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。 

・近年では，我が国から世界に普及し，発展している

スポーツがあり，日本の文化の発信に貢献している

ことについて，理解したことを言ったり書いたりし

ている。 

・スポーツの歴史的発展と多様な変化

や現代のスポーツの意義や価値につい

て，事実や理念を整理したり，自己のス

ポーツへの関わりを見いだしたりし

て，自己や社会にスポーツがもたらす

影響について課題を発見している。 

・スポーツの経済的効果と高潔さやス

ポーツが環境や社会へもたらす影響に

ついて，習得した知識を基に，持続可能

なスポーツの発展のための課題の解決

に向けて，自己の提案を言葉や文章な

どを通して他者に伝えている。 

 
 

 

スポーツの文化的

特性や現代スポー

ツの発展について

の学習に，主体的

に取り組もうとし

ている。 

2 
文化として

のスポーツ 

3 

オリンピッ

クとパラリ

ンピックの

意義 

・現代のスポーツは，国際親善や世界平和に大きな

役割を果たしており，その代表的なものにオリンピ

ックやパラリンピック等の国際大会があることにつ

いて，理解したことを言ったり書いたりしている。  

・オリンピックムーブメントは，オリンピック競技

大会を通じて，人々の友好を深め世界の平和に貢献

しようとするものであること，また，パラリンピック

等の国際大会が，障害の有無等を超えてスポーツを

楽しむことができる共生社会の実現に寄与している



ことについて，理解したことを言ったり書いたりし

ている。 

4 

スポーツが

経済に及ぼ

す効果 

・現代のスポーツの経済的効果には，スポーツの実

施による直接的な効果のみならず，例えば，スポーツ

用品，スポーツに関する情報やサービス，スポーツ施

設などの広範な業種から構成されるスポーツ産業に

よる効果，スポーツイベント等による波及的な経済

的効果があり，経済活動に大きな影響を及ぼしてい

ることについて，理解したことを言ったり書いたり

している。 

5 

スポーツの

高潔さとド

ーピング 

・競技会での勝利が個人や国家等に多大な利益をも

たらすようになるとドーピング（禁止薬物使用等）が

社会問題として取り上げられるようになったこと，

ドーピングは不当に勝利を得ようとするフェアプレ

イの精神に反する不正な行為であり，能力の限界に

挑戦するスポーツの文化的価値を失わせる行為であ

ることについて，理解したことを言ったり書いたり

している。 

・スポーツの経済的波及効果が高まることに伴って，

スポーツの価値をおとしめる可能性が生じることか

ら，スポーツに関わる全ての人々に，スポーツの価値

を一層高める関わり方が求められていることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。 

6 
スポーツと

環境 

・スポーツに関わる人々の増加は，例えば，地域の

人々の生活や社会環境にも様々な影響をもたらすよ

うになっていることについて，理解したことを言っ

たり書いたりしている。 

・スポーツを行う際には，提供者，利用者の双方が持

続可能な社会の実現や共生社会の実現を視野に入れ

た取組が求められることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

体育編 ２単元 運動・スポーツの学び方 

1 

スポーツに

おける技能

と体力 

・運動やスポーツの技能は，体力と相互に関連して

おり，技能は，身長や体重などの体格や巧みさなどの

体力との関連で発揮されることについて，理解した

ことを言ったり書いたりしている。 

・運動やスポーツの技能を発揮する際には，個々の

技能に関連した体力を高めることが必要になること

や，期待される成果に応じた技能や体力の高め方が

あることについて，理解したことを言ったり書いた

・運動やスポーツの効果的な学習の仕

方について，概念と自己の状況を関連

付けたりして，自己や社会についての

課題を発見すること。 

・運動やスポーツの活動時の健康・安全

の確保の仕方について，習得した知識

を基に，環境の異なる場所や変化を想

定して，危険を予見し回避するための

運動やスポーツの

効果的な学習の仕

方についての学習

に，主体的に取り

組もうとしてい

る。 



りしている。 自己の提案を言葉や文章などを通して

他者に伝えること。 

 
 

2 

スポーツに

おける技術

と戦術 

・個々の運動やスポーツを特徴付けている技術は，

練習を通して身に付けられた合理的な動き方として

の技能という状態で発揮されること，技能には，クロ

ーズドスキル型とオープンスキル型の技能があるこ

と，オープンスキル型の技能は，対人的な競技などで

絶えず変化する状況の下で多く発揮されること，ク

ローズドスキル型の技能は，個人的な競技などで状

況の変化が少ないところで多く発揮されること，そ

の型の違いによって学習の仕方が異なることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。 

・スポーツの技術や戦術，ルールは，用具や用品，施

設などの改良によって変わり続けていること，特に

現代では，テレビやインターネットなどのメディア

の発達などによっても影響を受けていることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。 

3 
技能の上達

過程と練習 

・運動やスポーツの技能の上達過程を試行錯誤の段

階，意図的な調整の段階及び自動化の段階の三つに

分ける考え方があること，また，これらの段階に応じ

て，効果的に上達を図るためには，良い動きを参考と

して自己の課題を設定すること，課題解決のための

自己に適した練習方法を選択すること，自己観察や

他者観察を通して課題を発見し解決すること，上達

に応じて次の課題を設定することといった取り組み

方が運動の継続に有効であることについて，理解し

たことを言ったり書いたりしている。 

・技能の獲得には，一定の期間がかかることを踏ま

え，解決すべき課題を意識した上で，繰り返し取り組

むことが安定した技能の定着につながることについ

て，理解したことを言ったり書いたりしている。 

4 

効果的な動

きのメカニ

ズム 

・運動やスポーツの技能は，体力と相互に関連して

おり，技能は，身長や体重などの体格や巧みさなどの

体力との関連で発揮されることについて，理解した

ことを言ったり書いたりしている。 

・運動やスポーツの技能を発揮する際には，個々の

技能に関連した体力を高めることが必要になること

や，期待される成果に応じた技能や体力の高め方が

あることについて，理解したことを言ったり書いた

りしている。 

・運動やスポーツを行う際，個人の体力に不適切で

5 
体力トレー

ニング 



過度な負荷や一定部位への長期的な酷使は，けがや

疾病の原因となる可能性があること，また，これらを

予防することでスポーツが末永く継続できることに

ついて，理解したことを言ったり書いたりしている。 

6 

運動やスポ

ーツでの安

全の確保 

・運動やスポーツを行う際は，気象条件の変化など

様々な危険を予見し，回避することが求められるこ

と及び，気象条件や自然環境の変化など様々な危険

を予見し回避するためには，けがや事故の防止のた

めの対策，発生時の処置，回復期の対処などの各場面

での適切な対応方法を想定しておくこと，けがや事

故につながりそうな体験から行動や活動環境の修正

を図ることが有効であることについて，理解したこ

とを言ったり書いたりしている。 

・運動やスポーツを行う際，個人の体力に不適切で

過度な負荷や一定部位への長期的な酷使は，けがや

疾病の原因となる可能性があること，また，これらを

予防することでスポーツが末永く継続できることに

ついて，理解したことを言ったり書いたりしている。 

  

体育編 ３単元 豊かなスポーツライフの設計 

1 

生涯スポー

ツの見方・

考え方 

・スポーツには，乳・幼児期から高齢期に至るライフ

ステージごとに，体格や体力の変化などに見られる

身体的特徴，精神的ストレスの変化などに見られる

心理的特徴，人間関係や所属集団の変化などに見ら

れる社会的特徴に応じた多様な楽しみ方があること

について，理解したことを言ったり書いたりしてい

る。 

・各ライフステージにおけるスポーツの楽しみ方は，

個人のスポーツ経験や学習によって育まれたスポー

ツに対する欲求や考え方，健康や体力を求める必要

性や個人の健康目標などによっても変化するもので

あることについて，理解したことを言ったり書いた

りしている。 

・ライフステージにおけるスポーツの

楽しみ方やライフスタイルに応じたス

ポーツとの関わり方について，自己や

自己を取り巻く環境の変化を予想し，

自己や社会についての課題を発見する

こと。 

・豊かなスポーツライフが広がる未来

の社会について，これまで学習したこ

とを基に，将来の自己のスポーツ設計

や未来の社会についての自己の提案を

言葉や文章などを通して他者に伝える

こと。 

 
 

豊かなスポーツラ

イフの設計の仕方

についての学習

に，主体的に取り

組もうとしてい

る。 

2 

ライフスタ

イルに応じ

たスポーツ 

・生涯にわたって「する，みる，支える，知る」など

のスポーツを多様に継続するためには，ライフステ

ージに応じたスポーツの楽しみ方を見付けることに

加え，それぞれの生き方や暮らし方といったライフ

スタイルに応じた無理のないスポーツへの関わり方

が大切であることについて，理解したことを言った

り書いたりしている。 

・ライフステージやライフスタイルによっては，仕

事の種類や暮らし方によって運動に関わる機会が減

少することもあるため，仕事と生活の調和を図るこ



と，運動の機会を生み出す工夫をすること，多様な関

わり方を実現するための具体的な設計の仕方がある

ことについて，理解したことを言ったり書いたりし

ている。 

3 

スポーツを

推進する取

り組み 

・国や地方自治体は，スポーツの推進のために様々

な施策を行っており，人や財源，施設や用具，情報な

どを人々に提供するなどの条件整備を行っているこ

と，また，スポーツの推進を支援するために，企業や

競技者の社会貢献，スポーツボランティアや非営利

組織（NPO 等）などが見られるようになっているこ

とについて，理解したことを言ったり書いたりして

いる。 

4 

豊かなスポ

ーツライフ

の創造 

・スポーツを，人生に潤いをもたらす貴重な文化的

財産として未来に継承するためには，スポーツには

健康で生き生きとした生活をもたらしたり，様々な

人々とつながったりするなどの可能性がある反面，

過度な運動による健康への悪影響や勝利を優先する

余り人間関係を悪化させるなどの問題点があること

について，理解したことを言ったり書いたりしてい

る。 

・人生に潤いをもたらす適切な関わり方を継続する

ためには，「する」だけでなく，豊かなスポーツライ

フを実現するための「みる」，「支える」，「知る」など

の卒業後のスポーツへの多様な関わり方を構想した

り，設計したりすることが重要であることについて，

理解したことを言ったり書いたりしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしく

はすべてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各学期末に観点別の総括をABCで行う。３学期末（年度末）には、それぞれの

学期の観点別の評価（ＡＢＣ）を１年間の観点別の評価（ＡＢＣ）に総括する。 

 １年間の観点別の評価（ＡＢＣ）は、学校で定めた下の表から１・２・３・４・５の５段階の評定に総括し、

この科目の成績とする。 

評価の組合せ 評定 

ＡＡＡ ５ 

ＡＡＢ ５ 

ＡＢＢ ４ 

ＡＡＣ ４ 

ＡＢＣ ３ 

ＢＢＢ ３ 

ＢＢＣ ３ 

ＡＣＣ ３ 

ＢＣＣ ２ 

ＣＣＣ １ 

 

 

 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

単元テスト ○ ○  

発表・話合い  ○  

ワーク  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、意欲的な態度で参加し、教科書・ワーク等、忘れ物の無いよう注意する

こと。 

【目標の実現に向けた学習状況】 

a, Ａ:「十分満足できる」状況と判断されるもの 

b, Ｂ:「おおむね満足できる」状況と判断されるもの 

c, Ｃ：「努力を要する」状況と判断されるもの 

教
科
担
任
の
裁
量 

学
校
で
統
一 

教
科
担
任
の
裁
量 

％ではなく、 

○で表現した 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 英語 科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 単位数 ２ 学年 ２ 学科 全て 

使用教科書 VISTA ENGLISH CommunicationⅠ（三省堂） 副教材 ｺー ﾊ゚ ｽ1800(東京書籍) 対応資格 なし 

 

１ 目標 

 外国語によるコミュニケーションの見方・考え方を働かせ、外国語５技能の言語活動及びこれらの統合的言語活動

を通して、情報・考えなどを的確に理解・表現・伝達し合うなどのコミュニケーションを図る資質・能力を育成する。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

外国語の５技能について、実際のコ

ミュニケーションにおいて活用でき

る知識・技能を身に付けると共に、

外国語の学習を通じて、言語の働き

や役割などを理解する。 

場面に応じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅広い話題に

ついて、情報や考えなどを外国語で

的確に理解したり、適切に表現した

りすると共に、手に入れた情報を活

用して、自分の意見を伝える力を身

に付ける。 

他者を尊重し、配慮しながら、外国

語で手に入れた情報を活用し、自分

の意見を表現しようとしたり、言語

やその背景にある文化の違いに対す

る関心を持って、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを図ろう

とする態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

外国語の５技能について、実際のコ

ミュニケーションにおいて活用でき

る知識・技能を身に付けると共に、

外国語の学習を通じて、言語の働き

や役割などを理解している。 

場面に応じて、日常的な話題から時

事問題や社会問題まで幅広い話題に

ついて、情報や考えなどを外国語で

的確に理解したり、適切に表現した

りすると共に、手に入れた情報を活

用して、自分の意見を伝えている。 

他者を尊重し、配慮しながら、外国

語で手に入れた情報を活用し、自分

の意見を表現しようとしたり、言語

やその背景にある文化の違いに対す

る関心を持って、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを図ろう

としたりしている。 

 

３ 〔指導項目〕Lessonごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

Lesson 6 Machu Picchu 

１）現在完了形【継続】 

２）現在完了形【経験】 

３）現在完了形【完了】 

現在完了形を使った文

を読んだり聞いたりし

て､ある人物の過去から

現在までの状態や動作

を理解できる。 

現在完了形を使って､過

去から現在までの自分

の状態や動作を話した

り書いたりして､相手に

伝えることができる。 

マチュ・ピチュの過去と

現在の違いや､当時のイ

ンカ人達の行動や目的

を知ろうとする。 

Lesson 7 Artificial Intelligence 

１）受け身【現在形】 

２）受け身【過去形】 

３）受け身【否定文】【疑問文】 

受け身の表現を使った

文を読んだり聞いたり

して､AI がどのように

使われているのかを理

解できる。 

受け身の表現を使って､

ある人物が何をされた

のかを話したり書いた

りして､相手に伝えるこ

とができる。 

AI 技術の進歩を目の当

たりにし、AI は今後ど

のようなことができる

ようになるのか考える。 

Lesson 8 Is There a Santa Claus? 

１）関係代名詞who(主格) 

２）関係代名詞which(主格) 

３）関係代名詞の省略(目的格) 

関係代名詞を使った文

を読んだり書いたりし

て、ある人物がどのよう

な特徴を持っているの

かを理解できる。 

関係代名詞を使って、あ

る人物をより詳しく相

手に伝えることができ

る。 

サンタクロースについ

て、彼らがどのような人

物であるか知ろうとす

る。 



Lesson 9 Kid’s Guernica 

１）現在分詞 

２）過去分詞 

３）関係副詞when, where 

分詞や関係副詞を使っ

た文を読んだり聞いた

りして､ある人物や時

間・場所がどのような特

徴を持っているのかを

理解できる。 

分詞や関係副詞を使っ

て、ある人物や時間・場

所をより詳しく相手に

伝えることができる。 

ピカソのゲルニカを例

に、戦争のない世を作る

ために自分たちは何を

することができるのか

を考える。 

Lesson 10 Ethical Fashion 

１）比較級 

２）最上級 

３）原級比較 

比較表現を使った文を

読んだり聞いたりして､

ある人物と別の人物と

の比較する内容を理解

することができる。 

比較表現を使って、ある

人物と別の人物を比較

して相手に伝えること

ができる。 

世界の様々な国の情勢

を知った上で、世界を持

続させるために、自分た

ちは何をすることがで

きるのかを考える。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各考査において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のすべてについてabc

で評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、考査毎に観点別の総括をABCで行う。また、前後期末の観点別の総括は、累計した

観点別の総括とする。さらに後期期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・５の５段

階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

小テスト ○   

自学課題 ○  ○ 

調べ学習・レポート  ○ ○ 

発表  ○  

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 英語は座学と実技の２つの側面を持っています。そのため、テストだけ頑張っても良い成績は残せません。普段の

授業を大切にし、発表や調べ学習にも積極的に取り組んでください。 

 

 


